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化学委員会・総合工学委員会・材料工学委員会合同触媒化学・化学工学分科会小委

員会の設置について 

 

分科会等名：エネルギーから見た持続可能社会構築に関する検討小委員会       

 

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

○化学委員会、総合工学委員会、材料工学委員会 

２ 委員の構成 10 名以内の会員、連携会員又は会員若しくは連携会員以外

の者 

３ 設 置 目 的 持続可能な社会のあるべき姿を、エネルギー関連技術の観点

から議論し、設計していくことの重要性が高まり、いくつかのシナ

リオの下にエネルギー需給見通しや必要なエネルギー政策が報

告されている。しかし、その実現性や経済性を十分検討する必

要がある。持続可能社会を構築するためには、個々のエネルギ

ー関連技術の開発状況を充分に理解した上で、将来的に実装

可能なエネルギー技術や利用システムを予測・選択し、それらを

持続可能性の観点から最適化することで、豊かで安心な暮らし

を実現する理想のエネルギー利用社会モデルを設計していく必

要がある。 

本検討小委員会では、このシナリオ実現に必要となる各要素

技術・資源情報に関して、分野横断的な連携を通して知の統合

を図る。そして、持続可能性に関する俯瞰的・多角的視点から評

価軸を設定し、持続可能な社会構築に必要なエネルギー技術・

利用システムの選択・最適化に取り組み、実装可能なエネルギ

ー技術で築く理想の社会モデル設計に関する研究活動を行う。 

４ 審 議 事 項 ・エネルギー関連の各要素技術や資源情報の統合 

・持続可能性に関する評価軸の設定 

・実装可能なエネルギー技術と利用システムの選択と最適化 

・理想の社会モデルの設計と評価 

・提言 

５ 設 置 期 間 時限設置 ２５年 ６月２８日～ ２６年 ９月３０日 

常設 

６ 備    考  
 


